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首都圏にある公立中学校 2 校の 1 年生～ 3
年生までの生徒を調査対象とした。有効回答数
は239名（男子143名、女子96名）であった。
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またG F I = .981、…A G F I = .950、…N F I = .933、…
CFI=.967、…RMSEA=.061、…AIC=40.975となっ
た。これまでに検討したモデル 2 及びモデル
3 と比較すると、GFI、AGFI、NFI、CFIの値
は最も大きくなった。さらにRMSEA、AICの
値は大きく低下した。χ2値も低下し、有意と
はならなかった。よって本研究ではモデル 4 を
採用することにした。
４．考察
本研究では、中学生を対象として、学校生活
適応感（学校生活享受感と学校生活意義理解か
ら構成）、学業適応感（学業満足感と学業困難感
から構成）、学業モニタリング（学力モニタリン
グと方略モニタリングから構成）、特別な教育
的ニーズの有無の関係性をパス解析により検討
した。その結果、自己の学習能力や方略使用に
関する認知を示す学業モニタリングの 2 因子
の間には相関関係があり、それぞれから学業満
足感に対して正の影響を示すこと、学業満足感
は学校生活享受感と学校生活意義理解に対して
それぞれ正の影響を示すことが明らかとなっ
た。また特別な教育的ニーズを有していること
が、学校生活享受感と学業満足感に対してそれ
ぞれ負の影響を示すことが明らかとなった。
渡邉の小学生を対象としたモデルと比較する
と、学校生活適応感の因子構造が 2 因子構造へ
と変化した点と学業困難感という要因がモデル
の中から除外された点が異なる結果となった。
一方、学力モニタリングと方略モニタリングの
間には相関関係があり、それぞれ学業満足感に
影響し、学業満足感は学校生活適応感に影響す
るというモデルは、小学生のモデルと同様であ
り、学校生活適応感が 2 因子構造と変化はした
ものの、学校生活適応を考える際に、学業モニ
タリングを支え、学業満足感を高めることが重
要であるという指摘は、中学生においても一致
するものだと考えることができる。また特別な
教育的ニーズを有していることは、学業満足感
と学校生活適応感の学校生活享受感に影響を示
し、ここでも小学生のモデルと同様に、支援の
必要性が考えられた。以下、詳細について述べ
ていく。
実線は、正の影響、点線は、負の影響を示す
誤差変数は略
χ2＝14.975,n.s.、GFI=.981、…AGFI=.950、…NFI=.933、…CFI=.967、
…RMSEA=.061、…AIC=40.975
図４　モデル４
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（１）　学校生活適応感の因子構造の変化について
小学生を対象とした調査においては、学校生
活適応感は 1 因子構造となり、学校が楽しいと
いう享受感と学校に通うことの意義理解は一ま
とめに捉えられていた。しかし今回、中学生を
対象とした調査では、学校生活適応感は 2 因子
構造となり、それぞれ分けて捉えている可能性
が示唆された。発達段階の違いにより、学校生
活に対する認知の構造が変化していると考えら
れる。中学生の場合、単純な「好き」「楽しい」
という感情と学校に通うことの意味は切り離し
て考えられているようである。たとえば、「学校
はつまらないと思っているが、学校に通うこと
の意味は理解している。」「学校に行きたくない
という気持ちはあるが、いかなくてはいけない
と思っている」といった状況があることが推察
される。中学生にとっての学校生活適応を考え
る際には、学校生活享受感と学校生活意義理解
の両側面から捉えていくことが必要であり、ど
ちらも欠けることがないように配慮していく必
要がある。共に学業満足感から正の影響が確認
されていることから、学業満足感を支える取組
が重要だと考える。
（２）　学業モニタリングへの着目
Zimmermanの自己調整学習の理論による
と、学習者が課題や自己の学習状況をモニタリ
ングし、適切な目標設定と方略の実行があり、
実行をモニタリングし、必要に応じて修正した
結果、自らの取り組みが学習成果と結びついて
いることに気づくことは、自己効力感や学習動
機づけと深く関連する13）。つまり、主体的な学
習者として学習プロセスに関与し、その成果を
認知することは、学習の面白さに気づくことや
達成感を高めることにつながると考えられる。
このメカニズムは、小学生と中学生という発達
段階の違いに関係なく、学業モニタリングとは
学習活動を支え、学業満足感を形成する基盤と
なるものだと考えられる。
本研究における学業モニタリングは、学力モ
ニタリングと方略モニタリングに分けられる
が、両者は互いに影響しあう存在だと考えられ
る。自己の学力や学習の特徴を把握しているこ
とは、効果的な方略の選択や活用につながると
考えられる。このように一方向の矢印で関係性
を仮定することもできるが、その逆も考えられ
る。つまり学習場面で自身が活用する方略の特
徴について把握していることは、学習プロセス
及びその結果に関する気づきと関連することか
ら、自己の学力や学習の特徴の理解にもつなが
ると考えられる。この関係性は小学生と中学生
という発達段階の違いに関係なく共通するもの
だと考え、本研究でも渡邉と同様に相関関係を
仮定した。その結果、両者の間には正の相関関
係があることを確認することができた。これら
学業モニタリングの関係性は、1 章で指摘した
メタ認知的知識とメタ認知的活動の関係性とよ
く似ている。本研究における学力モニタリング
はメタ認知的知識に相当し、方略モニタリング
はメタ認知的活動に相当するものだと考えられ
る。メタ認知的知識もメタ認知的活動も、学習
プロセスに深く関与するものであり、学習成果
との結びつきが強い。よって学習プロセスや学
習成果に対する自己評価である学業満足感とも
関係が深いと考えられる。本研究でも、学力モ
ニタリングと方略モニタリングのそれぞれから
学業満足感に対して正のパスを確認することが
できた。両者は互いに影響し合い、且つそれぞ
れが学業満足感に影響する重要な要因であると
言える。
（３）　学業満足感への着目
本研究では、小学生のモデルで含まれた学業
困難感は、モデルの適合度が下がることから除
外することにしたが、このことは中学生では、
学業適応感の中でも、学業満足感という要因が
より一層重要な意味をもつことを意味すると考
える。学校生活適応感の因子構造が 2 因子とな
り捉え方に変化が生じたのと同じように、中学
生では様々な点において小学生とは物事の捉え
方が大きく変わっていっているのだと考えられ
る。その一つとして、学力モニタリングと学業
困難感の認知の在り方にも変化が生じているの
ではないだろうか。自己の学力や学習に関する
特徴を認知していることは、単純に困難感の認
知にはつながらず、また困難感の程度が満足感
の程度とも直接は関係がないことが明らかに
なった。この背景には、中学生になると、学習
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内容が複雑化し、高度になることから、どのよ
うな学力状態であっても、ある程度の学業困難
感は誰もが経験するものとなることが関連して
いるのではないだろうかと考える。小学生とは
違い、学業困難感に対する耐性が強化されてい
る可能性がある。またたとえ学業困難感があっ
ても、それに対処する力があれば、乗り越えて
いくことができる。自ら考える力や方略のレ
パートリーが増えることで、困難な課題と向き
合うことが可能となる。さらに自分自身を多面
的に理解することができるようになることで、
たとえ学業困難感があっても単純に学業満足感
が低下するのではなく、「ある点においてはで
きないことや困っていることはあるが、別の点
においては楽しさや達成感がある」といったよ
うに学業満足感は保たれていることが考えられ
る。中学生という発達段階では、自分自身を客
観的に捉える力がついていくことで、良い面も
悪い面も含めてトータルとしての自己像の形成
ができるようになり、その結果、学業困難感と
いうネガティブな側面の影響を受けずに学業満
足感というポジティブな側面から自身の学業適
応を捉えるようになっていくのだと考える。
（４）　特別な教育的ニーズという要因
本研究では、学校生活適応感が 2 因子構造と
なったことで、各因子への影響をさらに詳しく
見ることができた。その結果、学校生活享受感
と学校生活意義理解に対するパスに違いが見ら
れた箇所がある。それは特別な教育的ニーズの
有無からのパスである。本研究では特別な教育
ニーズを有していることは、学校生活享受感に
負の影響を示すが、学校生活意義理解には影響
を示さないことが明らかとなった。特別な教育
的ニーズを有している生徒は、学校生活を送る
上で学習面または行動面において何らかの困難
があり、支援を必要としている。このことが、
学校が楽しいという学校生活享受感を低下させ
る、直接の要因となっていると考えられる。し
かし学校に通うことの意義理解には影響を示さ
ないことから、困難があり支援を必要としてい
る状態にあることと学校生活意義理解は、直接
は関係しないものだと考えることができる。そ
の一方で、特別な教育ニーズの有無は、学業満
足感に負の影響を示しており、その学業満足感
は学校生活享受感と学校生活意義理解に正の影
響を示している。このことを踏まえると、特別
な教育的ニーズがあり、学業満足感が低いと、
間接的に学校生活享受感及び学校生活意義理解
の低下につながることが考えられる。このよう
に直接的要因、間接的要因の違いはあるが、特
別な教育的ニーズを有していることは、学業適
応感及び学校生活適応感低下のリスク要因だと
考えられ、適切なサポートの必要性が指摘でき
る。
本研究では、特別支援学級の生徒を対象とし
ているが、研究協力者の多くは、知的発達に遅
れがない或いは軽度の遅れから境界知能の生徒
であり、通常の学級との交流学習を積極的に実
施している生徒であった。つまり教科によって
は、生徒の能力に応じて通常の学級で授業を受
けていた。もちろんその際には支援員の付き添
いや座席の配置など配慮はあったが、学業満足
感と学校生活享受感の低さが見られるという結
果からは、より一層の支援の充実が求められ
る。
現在、通常の学級では、診断の有無に関係な
く発達障害の疑いがある生徒をはじめとした特
別な教育的ニーズを有する生徒が増えている。
また通常の学級に在籍し、通級による指導を受
けている生徒数も増えていることから、本研究
の対象者の中にも潜在的なニーズがある生徒が
含まれている可能性は高い。中学生の学校生活
適応を支える上で、通常の学級においても特別
な教育的ニーズの有無に気づき、適切な支援に
つなげていくことは今後の課題であると言え
る。
（５）　今後の課題
本研究からは、中学生の学業モニタリング、
学業適応感、学校生活適応感の関係性は小学生
のモデルとは異なり、発達段階の違いを考慮し
た理解と対応が必要であることが示唆された。
また特別な教育的ニーズを有する生徒の不適応
リスクの可能性が示唆された。しかし、本研究
は以下の点で課題が残されている。
まずモデルの適合度の観点から、さらなるモ
デル改良の余地があると考える。特に学校生活
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適応感や学業適応感に関しては、各因子の項目
数が少なく、十分に測定できていない可能性が
ある。今後は、新たな項目を追加し、各構成概
念を適切に測定できるように尺度の改訂を行
い、再検討する必要があると考える。またモデ
ルの精度を上げるためには、さらに対象者数を
増やした検証が必要だと考える。
次に特別な教育的ニーズという要因の影響を
十分に分離できていないことが指摘できる。本
研究では、特別な教育ニーズを有する生徒の
データも含めて、全体としての中学生のモデル
を検討している。特別な教育的ニーズを有して
いる生徒の場合、モニタリングの弱さが指摘さ
れており、学業モニタリングと学業適応感、学
校生活適応感の関係性は、本モデルで得られた
結果とは異なる可能性も考えられる。今後は、
データを分けた分析をすることで、あらためて
特別な教育ニーズを有している生徒の学校生活
適応の実態を捉えていくことが課題である。ま
た通常の学級では、LD,ADHD,自閉症スペクト
ラム障害など多様な状態像を示す生徒がいる。
それぞれの認知特性は異なり、学業モニタリン
グや学業満足感の状態も異なることが推察され
る。より詳細な検討が必要だと考える。
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